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＝愛媛県大洲市「大洲史談会」一行・研修旅行で来岐＝

「関ケ原古戦場記念館」で歓迎
「大洲史談会」の今井要会長さんや大洲市立博物館大野弘玄館長さんなど37名が前日7日に彦根城を見学、
宿泊後、８日朝、大型バスで関ケ原古戦場記念館に来訪。研究会の有志6名にて記念館前で歓迎しました。
大洲史談会は大正5年（1911）発足の伝統ある歴史研究団体で、平成24年（2012）に初めて黒野に来訪されて
以来、交流が続いています。記念館前にて研究会では大洲史談会会員の信田副会長と河口会長のあいさつ
後、関ケ原町古戦場活用推進課 課長補佐の富田真一郎さんから歓迎あいさつ。全員で記念写真撮影。
1時間の見学後、お見送り。一行は大洲藩とゆかりの堺鉄炮鍛冶屋敷井上関右衛門家へ向かわれました。

黒野城と加藤貞泰公研究会
2024年（令和6年）5月8日（水）
午前9時～10時30分
岐阜関ケ原古戦場記念館前
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黒野城と加藤貞泰公研究会
2024年（令和6年）5月22日（水）
午後12時～12時30分
貴久家

黒野出身いとこの会（糸耕会）・ふるさと黒野めぐりを案内
紙芝居「於母ヶ池物語」観賞

 黒野で生まれ育った70～80代のいとこの会（糸耕会）14名（内県外6名）がふるさと黒野をめぐる。
長良川上流改修記念碑、尉殿堤記念碑を見て、今年3月に開通した伊自良川大橋を通り、三ツ又の芭蕉・寸木連句碑、折立の佐藤治徳句碑、治水碑、
4カ所の実家墓地墓参り、東海環状自動車道の洞付近、黒野城跡土塁一周、貴久家で紙芝居部会による「於母ヶ池物語」を紹介する。

参加者は紙芝居を鑑賞し、「懐か
しいふるさとへの想いが甦りました。
郷土を守る皆さんの活動に感謝しま
す」と感想。
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黒野城と加藤貞泰公研究会
2024年（令和6年）5月17､23日
午前9時～17時
今川七面堂

今川七面堂建物測量・後世に記録残す
会員篠田の技量で測量作業

 建物の解体前に、本堂外部及び内部の概略構造を図面化(CAD化)・保存することを目的として、河口・玉木・篠田の3名で測角及び水準測

量を実施した。約120年前の築造及び度重なる補修による建物全体の歪みが生じているため、測定値は概算値とした。また、屋根部及び屋根
裏部は測定困難であるため、推定値とした。なお解体後の各部材のうち、疑宝珠(ぎほうじゅ)や鬼瓦等の他に、当時の大工の技量の見せどこ
ろである海老虹梁(えびこうりょう)・斗栱(ときょう)等の貴重な部材の一部を保存し、図面とともに後世に伝える予定である。

向拝口の測定 ①

向拝口の測定 ②

測角測量 水準測量 水 準 点

本堂内部から向拝口を望む 海老虹梁(えびこうりょう) 及び 斗栱(ときょう)
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）5月30日（水）
午前9時～11時30分
黒野城跡公園

今川七面堂天井裏から多数の行灯
研究会で保存・清掃活動

 今川の七面堂（明治38年建立）が檀家の総意による解体決定を受け、手始めに100枚の格天井絵を取り外したところ、天井裏から当時～昭和
初期頃まで使われた行灯59基を発見。解体処分予定のところを、保存・有効活用のため当研究会が56基を譲受し、行灯の木枠を有志6名で洗
浄清掃活動を実施。今後の、黒野城跡等でのイベント用備品として活用予定である。

保管状況
(今川改良組合倉庫［旧公民館])

高圧洗浄器・ブラシによる洗浄 ① 高圧洗浄器・ブラシによる洗浄 ②

洗浄後の行灯(骨組み) 作業後の休憩中に鶏が．．．

七面堂(本堂)の傍らに
一旦仮置き

黒野城跡へ搬入
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）6月17日（月）
午前9時30分～11時50分
洞深坂神社

「洞の史跡案内」案内板設置
昨年の「黒野歴史探訪・洞の史跡めぐり」を案内板に

２年前に洞地域の紙芝居「於母ヶ池物語」を制作し、昨年は「黒野歴史探訪－洞の史跡めぐり」の会場として、多くの市民に紹介しました。これらの調
査資料を元に案内板の企画を進めてきました。洞地域で人の目に触れる場所として、深坂神社が候補に挙がり、洞の松井久自治会長と調整し、最も相
応しい場所として、今回の設置となりました。設置には洞の自治会関係者、神社総代、研究会が立会、取付工事をサインタワーが担当しました。

 案内板は、黒野自治会連合会の助成金と地域の事業者様の寄付金にて製作・設置を行いました。今後通りがかる市民に、地域の歴史を知って頂ける
ものになること期待します。



黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）6月30日（日）
午後1時30分～3時
垂井町「 ワイワイプラザ垂井 」ホール

垂井町観光協会 第42回勉強会

「戦国武将 竹中家と加藤家」講演と紙芝居「関ヶ原」
垂井町観光協会ガイド宣伝部長の藤塚久勝氏の要請で、戦国武将竹中半兵衛・重門と加藤光泰・貞泰について、関ヶ原合戦前後の関係を講演しました。

会場は旧垂井町役場跡地に4月オープンしたばかりの「ワイワイプラザ垂井」新施設に64名が参加し、協会事務局石川彩香さんの進行、観光協会沢島会
長のあいさつ後、研究会会長から両家の関係と名知勲、中村奈津子による紙芝居「関ヶ原」を紹介しました。質疑応答も多く有意義な講演会でした。
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）8月14日～20日
午前8時～午後7時
岐阜市庁舎エントランスホール

岐阜市役所で初の展示会 「加藤貞泰公パネル展」 開催
岐阜市庁舎エントランスホール

長年の夢であった岐阜市役所での展示が実現しました。市庁舎のエントランスホールにて加藤貞泰公の生誕、関ヶ原合戦、黒野城跡などの写真や
資料を全長約10mの両面にパネル展示し、不特定多数の市民に黒野城と加藤貞泰公を知っていただく企画・展示を行いました。
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）８月29日（木）
午後1時30分～3時５分
中山道加納宿まちづくり交流センター

「第３回加納の歴史・景観講座」

「加納と黒野城主の関係」講演と紙芝居「尉殿堤」
加納宿を中心とした歴史文化継承と地域のまちづくり活動の場である「中山道加納宿まちづくり交流センター」が、令和2年10月に開館。館内に和傘

や加納城のジオラマなどを展示してある会場にて、加納まちづくり会会長水野律子氏のあいさつ後、15名の参加者に講演と紙芝居を上演しました。
黒野との関係は、亀姫に関係する口伝や、黒野城の門や石材を光国寺に移されたり、貞泰継室の父が亀姫４男松平忠明の継室と同じ小出吉政であ

ること。また渋沢栄一と関係があった郷純造による加納藩などの藩債処分。誠之助と関係した加納の偉人平尾八三郎を紹介し、黒野と加納の縁を伝え
ました。
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）9月19日（木）午前9時～17時
黒野会館

紙芝居「郷純造と誠之助親子物語」制作
郷土岐阜（黒野出身）の偉人を紙芝居に

  郷純造が明治新政府のとき、純造が大蔵省に推薦した渋沢栄一が今年7月に1万円札の顔になることと、来年、純造が生誕200年、誠之助が生誕160年
の節目を迎えることを記念して、紙芝居 「郷純造と誠之助親子物語」を企画。9月28日開催の『黒野歴史探訪 黒野城下町めぐり』で発表を目標に準備。
 朗読の脚本は、生誕地の郷和彦氏に依頼、校正を郷孝夫、名知勲、河口が数回の検討を行い、イメーｼﾞ画を提案。絵は和彦氏長男の学氏が全てをオリ

ジナル作品でパソコンにて作成、妻の朋子氏も着色を手助けし、全23枚の絵が9月初旬～9月17日に完成。
この間に紙芝居用にパソコン編集し、市民活動交流センターで印刷作業。19日に黒野会館にて11名の有志が台紙
に貼り付けて周囲カット、裏面の朗読原稿を貼り付け作業。
朗読のリハーサルをし、改良作業を後日行い完成した。研究会制作の紙芝居は、この作品で第7作目になりました。 

第2部 郷誠之助物語

←第1部 郷純造物語
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）9月2１日（土）､２４日（水）
午前8時30分～12時30分
黒野城跡。多賀神社裏側
22日（日）堀内階段整備

黒野城跡ゴミ拾い・多賀神社外堀草刈・「黒野城情報板」リニューアル
美化活動

 来る9月28日開催の「黒野歴史探訪」の会場になる黒野城跡などの清掃活動を、黒野まちづくり協議会の岩本事務局長と河口事務次長や研究会7名
により実施。城跡は公園課により土塁の草苅りが終えていて大助かり。堀の中は水が深くゴミ拾い難。長いタモなどで収拾。
既設の案内板は高圧洗浄機で清掃。 草刈機所有者3名は、土塁の階段や多賀神社裏の外堀附近を草苅。
その後、「黒野城情報板」の改良工事。今までラミネートした掲示物は周囲をセロテープで止めていたが、後始末も悪く汚れているため、ブラタンという
ミリ厚のプラスチック板（黒色）を2枚重ねし、掲示物をピン止め式に改善。新たに最新情報の掲示物に入れ替え。
   堀への出入り口がある西側の階段が土に埋もれ滑りやすいため、整地し、多賀町後藤自治会長さんから砂利を提供していただき敷設実施。

従来

リニューアル工事後
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）9月28日（土）
午前8時30分～11時50分
黒野城跡・黒野城下町・古町公民館

第10回 黒野歴史探訪 黒野城下町めぐり
お堀から出てきた観音様公開 / 紙芝居「郷純造・誠之助親子物語」初披露
 黒野まちづくり協議会主催の歴史探訪は第10回目を迎え,77名（岐阜大学医学部看護学科27名含む）が参加しました。黒野城下町では、お堀から出てき
た観音様見学（通常は非公開）や付近の史跡案内後、今年7月に1万円札の顔になった渋沢栄一を大蔵省に推薦した郷純造・誠之助の生誕地訪問などを
めぐり、古町公民館にて初公開の紙芝居「郷純造・誠之助親子物語」を披露。その後、ふるさと岐阜黒野の言葉宣伝隊による言葉の紹介があり、黒野の歴
史文化を知っていただきました。
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）10月8日（火）
午後1時40分～2時40分
黒野城跡・多賀神社裏外堀跡

関ケ原古戦場記念館 館長小和田哲男氏 黒野城取材
黒野城と加藤貞泰公研究会

小和田氏YouTube動画撮影で黒野城へ

 小和田哲男先生が紹介する黒野城と城主加藤貞泰の動画撮影に関ケ原古戦場記念館広報スタッフ３名と共に来場。到着の15分前に電話連絡が入り、
会長案内。研究会員にスマホ等で連絡、駆け付けた4名とも面会。１ヶ月後のYouTube公開が楽しみです。
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）10月20日（日）
午後1時50分～2時30分
ぎふメディアコスモス ドキドキテラス

渋沢栄一を大蔵省に推薦

紙芝居「郷純造と誠之助親子の物語」
 本年9月末に完成した紙芝居第7作目の「郷純造と誠之助親子物語」を岐阜市民に知っていただこうと企画し、メディコスまつり
で公開しました。約50名の見学者に大塚翔太･中村奈津子さんが紙芝居の朗読。同時にプロジェクタで概要と画像紹介。
絵を描いた郷家の学さん、朋子さんらも見学。明治・大正・昭和の初めに活躍した岐阜市生まれの偉人を伝えることができました。
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）10月26日（土）・27日（日）
9時～16時 黒野会館（2日目は15時30分まで

黒野城と加藤貞泰公研究会令和6年度 黒野会館まつり
加藤貞泰公パネル展示

毎年開催の黒野会館まつりに加藤貞泰公のパネルを展示（8月に市役所エントランスモールにて一週間の展示物と同じ）

2日目の午後は舞台発表。剣詩舞会など10団体が15分間の
持ち時間で日頃の成果を披露した。2団体が「あゝ黒野城下
町」をコーラスや体操で発表され黒野の歌に定着しました。

岐阜大学医学部看護学科学生
が健康テーマで地域交流。
研究会展示物の鎧兜の材質や
刀剣、火縄銃に関心が高かった。
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黒野城と加藤貞泰公研究会
2024年（令和6年）11月2日（土）・３日（日）
9時～17時（2日目は16時まで） 黒野小体育館

令和6年度 黒野校区文化祭

加藤貞泰公パネル展示＆紙芝居「郷純造・誠之助親子物語」上演
 先週開催展示した会館まつりの2倍の数のパネルで加藤貞泰公のパネル展及び両日の午後2時から紙芝居「郷純造・誠之助・親子物語」を上演。
例年より多くなってきた成果物の展示に来訪者から活動に感心の声があった。紙芝居では郷土黒野の偉人を紹介できた。
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2024.11.3 中日岐阜ホームニュース 2024.12.1 中日岐阜ホームニュース 黒野城と加藤貞泰公研究会
2024年（令和6年）11月、12月情報

関ケ原古戦場記念館 発信 YOUTUBE
戦国小和田チャンネル 黒野城と加藤貞泰
10月8日、関ケ原古戦場記念館小和田哲男館長らの黒野城跡撮影取材があり、11月1日からYouTube
公開中（映像時間約15分）。1か月後の視聴が4600件。小和田先生の知名度の高さのおかげで黒野城と
加藤貞泰が全国にPRされました。

YOUTUBE 

「紙芝居で見る慰殿堤」

（制作：本巣市視聴覚クラブ
脇阪孝）

貞泰の治水事業を教材用に編集
2024年岐阜県社会教育視聴覚連絡
協議会作品コンクール」で会長賞
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）11月16日（土）
８時～12時黒野小学校

令和6年度「黒野小こどもまつり」

高学年児童に紙芝居「黒野のお殿様」紹介
 昨年と同様、「黒野小こどもまつり」の依頼に応じ、５年生と６年生４クラス全127人にそれれぞれ紙芝居「黒野のお殿様」を上演しました。
この紙芝居は研究会第１作目の作品で、12年前の平成24年(2012)の当時、黒野小6年生の児童と共に共同で制作した作品です。上演後、名知さんが約
80年前の子供の頃に自転車での紙芝居を観て飴玉をもらった体験談を紹介されました。

上演者
中村奈津子

名知 篠田  関谷  篠田

４
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2024年（令和6年）11月28日金）
午前9時～12時 黒野地域

黒野城と加藤貞泰公研究会案内板清掃活動設備維持
 黒野城跡の大型看板のほか、黒野地域に研究会が設置した案内板は、畳サイズより少し大きい案内板が10枚、それ以下の案内版13枚を有志5
名にて清掃活動を実施。

 毎年1回の行事であり、汚れを落としてピカピカに。鋼材のフレームは塗装が剥がれたり溶接部に錆が出ている。今後メンテナンス必要。ステンレ
ス製は耐候性が高く安心。南向きの案内板は色あせも、交換必要なのもあり。



20

黒野城と加藤貞泰公研究会

2024年（令和6年）11月12日、22日、12月6日
午前9時～12時 黒野城跡

黒野城跡大型看板支柱補強対策
南側土塁上の「黒・野・城・跡」大型看板は令和3年（2021）に設置してから3年になるが、公園課による年2回の草刈り作業で、草刈機の刃が看板の
アルミ支柱（角30㎜）に当たり、多くの支柱に切り傷が発生していた。このまま放置すると今後の切り傷増加で強度的に問題が予測されるために、対
策として、全支柱24箇所にアルミアングル材（30㎜×30㎜）を重ね巻きし、ビスで固定する補強対策を実施。さらに草刈機の刃が当たっても作業者にも
安全対策として、100㎜径の塩ビ管を支柱に被せ、中に発砲スチロールを挿入し、直接刃が当たらない対策を実施した。

支柱

補強材アングル2本

塩ビ管

発砲スチロール
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2025年（令和7年）1月12日（日）
午前10時～11時30分
西部コミュニティセンター

令和6年度 黒野地区「二十歳のつどい」

紙芝居「黒野のお殿さま」上演
令和6年度の「二十歳のつどい」が西部コミニュティセンターにて20歳の該当者60数名と、家族、来賓者、自治会役員、研究会の約120名が参加し、厳粛に
開催されました。自治会連合会から研究会に黒野の歴史に関する紹介の依頼があり、20分の制限時間にて、紙芝居「黒野のお殿さま」を朗読に大塚、中村
にて披露、設営に研究会スタッフ4名が参加しました。
二十歳の皆さんは黒野小学校を平成28年度（2016年度）に卒業した人達。当時、6年生2クラスを研究会が社会学習にて黒野城下町を案内したことがあり、

8年前の写真も紹介。子供の成長の早いこと。若い人たちに研究会へどうぞとPRもしました。

来賓祝辞

8年前の平成28年度（2016年度）に、黒野小学校を卒業した児童。
当時、6年生2クラスを社会学習で研究会が黒野城下町を案内。

西垣薫黒野自治会連合会長の式辞 20歳の両親も多数参加
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2025年（令和7年）2月15日～22日
午前9時～午後9時
ぎふメディアコスモス   ドキドキテラス

令和6年度 NPO活動パネル展
一年間の主な研究会活動・パネルに
岐阜市市民活動交流センター主催の令和6年度NPOパネル展に今年もチラシと共に参加。1年間の主な研究会活動を紹介しました。
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黒野城と加藤貞泰公研究会

2025年（令和7年）3月17日
午後3時～4時
黒野城跡公園

根尾の薄墨桜苗木・黒野城跡公園内に植樹

公園で遊ぶ黒野小
児童も写真に加わる

松井直樹さんの紹介で、根尾の「薄墨桜を守り広げる会」から購入した苗木１本を黒野城跡公園内に移植しました。
1500年の樹齢を伝えられる「根尾谷薄墨桜」の種子から育てられた苗木は、将来の開花を楽しみに10名の有志にて公園西側に植樹。
また、南側復元土塁跡上に、市公園課にて5本のソメイヨシノが18日に植樹されました。



24

黒野城と加藤貞泰公研究会

2025年（令和7年）3月23日（日）
午前10時～午後2時30分
岐阜ICゲート付近

東海環状自動車道 岐阜ＩＣ開通記念プレイベント
「黒野民謡保存会」と「黒野城武将隊」コラボ
長年開通が待ち遠しかった東海環状自動車道が令和7年4月6日に岐阜ＩＣと本巣ＩＣの開通に先立ち、3月23日に岐阜ＩＣ入口付近で開通記念のプレイベン
トが快晴の中、約3000名の来場者で開催された。、研究会は黒野城の旗と共に「ようこそ! 黒野城へ」の横断幕をメイン通路に掲げた。
ステージエリアで黒野民謡保存会（黒田富貴子会長）の31名と黒野城武将隊24名がコラボで登場し、踊りを旗振りでサポートした。終了後武将隊は場内
を一周しパフォーマンス。武将隊としては記憶に残る最大のイベントでした。
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